
静岡県の
新型コロナウイルス感染症者
発生・入院等の状況
（2022年1月30日時点）
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静岡県健康福祉部　新型コロナ対策企画課
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静岡県の直近１か月の新型コロナ新規感染者数の状況
（公表日ベース） （人/週/人口10万）《１月31日時点》

火 水 木 金 土 日 月 

（人）

この1週間で 
9,831／6,765

= 1.45倍
（昨日1.53倍）

過去最多

過去最高



発熱等受診相談センター相談件数と新型コロナ新規感染者数
《７月１日～１月26日》

相談件数は、年末より急上昇を開
始し、その約１週後より新規感染
者数も急増した。

相談件数は、１月中旬に第５波を
超えたが、下旬に入り増加が止
まって横ばいとなった印象。
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1月27日
過去最高

27.6%
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1月29日
最高234.07

50%

9月1日最高
病床占有70.6％

1月30日
57.8％
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1月30日
最高303.68

50%

1月30日
39.3％

8月29日最高
病床占有80.8％



P9

25

50%

1月24日
59.1％

8月27日最高
病床占有率74.6％

1月30日
最高272.35



50%

　第５波最多値（その日付）
入院　      463人（9月2日）
宿泊　      421人（8月12日）
自宅　    4824人（8月27日）
全療養者5498人（8月27日）

8月27日最高
病床占有率73.1％
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1月30日
52.0％

  直近（1月28日）
入院　       231人
宿泊         323人
自宅      10849人
全療養者11403人
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最多重症者数
37人（8月29日）

１月30日
268人

1月30日
重症者1人
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　　％

１月30日
最高269.89

１月30日
268人

1月30日
52.0％



このままのコロナ入院患者の増加傾向とすると、
２月10日頃には最大確保病床７５１床の５０％を超えるおそれがある。

静岡県 コロナ入院患者重症度別推移(1/1～3１)と病床予測

267人

124人
80人

376床

60人

3人 P13



静岡県 コロナ入院患者 重症度別推移(8/28～1/3１)
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静岡県の直近の年齢別感染者数・割合（1/21～27）

全8670例

１０歳代の比率
が２３％で最多。
次いで２０歳代
が多く１６％。
２０歳代以下で
全体の
約５０％、
４０歳代以下で
全体の
約７９％
を占める。

政令市を含む全県

（+550人,+1%）

（+858人,-4%）

（+470人,-7%）

（+716人,+2%）

（+792人,+3%）

（+469人,+1%）

（+290人,+2%）

（+396人,+2%）

（+○○人,+□%）
は先週との増減
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静岡県 年代別重症者・中等症者発生状況(1/7～28)

1,481人

1人

1人,1人,2人

2人,7人

3,375人 2,804人 1,912人 1,923人 1,234人 640人 812人 14,181人

1人

5人,8人

1人,8人,12人

76人,42人
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・７０歳以上で中等症Ⅱとなる割合が約９％と高い
・７０歳以上が中等症Ⅱの患者の約８０％を占める

オミクロン株が９０％以上を占める1月7日以降確認された感染者14,181人において
28日時点で、重症者２人、中等症者はⅠ・Ⅱ計１６７人で全年齢の１.２％

2人,93人,72人



（人）

オミクロン株疑いの占める割合は９９％と推定される

静岡県 オミクロン株の変異株PCR検査状況（12/24～1/27）
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全117件中、学校・保育施設が５８件（５０％）で最多
次いで高齢者施設が２２件（１９％）、病院及び知人との会食が９件（８％）

静岡県 感染者集団（クラスター）の種類と件数(1/1～30)

（人）

（9件） （1件）

（58件） （3件）

（22件） （3件）

（9件） （12件）
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・１回接種率は全国より各年代で約6～1ポイント、全年代で3.8ポイント上回る。
・２回接種率も全国より各年代で約6～1ポイント、全年代で3.8ポイント上回る。
　２回接種率は、12歳以上県民で８６.０％、各年代で77.0～93.3％となった。

県と国 コロナワクチン年代別接種率 （1/23時点） 

（VRS；ワクチン接種記録システムより） P19



感染者の年齢構成にもよるが、２回以上接種者が感染者に
占める割合（ブレークスルー感染者の割合）は、約７０％

新型コロナ感染者のワクチン接種状況 （1/27時点） 

(14%)

(28%)

(42%)

(4%)

71人

78人

政令市を除く県所管地域

592人 (13%)(15%) (1%)

2451人 (15%)(13%) (1%) (0.2%)

(12%)5041人 (14%) (1%) (0.9%)
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感染者は急増しているが、少なくとも２％程度には抗体療法が実施

コロナ受入病院での抗体療法実施状況 （1/4～23） 
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コロナ受入医療機関の一般病床と休職状況 （1/27時点） 
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【一般病床の稼働率】 【医師・看護師の休職者数】 

稼働率８０％以上
の病院が、７６％
を占める

医師・看護師
合わせて
１２３人が
休職中

平均値　85.5％
中央値　86.2％
最大値　96.7％
最小値　53.5％

回答
３４病院 

回答
３４病院 



静岡市と浜松市の救急搬送困難事案数 （1/23時点） 
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18

5

17

4
（総務省消防庁）

１月に入り、浜松市で
救急搬送困難事案が急増している。

《コロナ患者だけではなく救急搬送全般》



静岡市の人流の状況 （7/1～1/31） 
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まん延防止

１月26日の人流を１００とすると、
１月31日は約６０に減少している

１月26日は－２４.８％
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レベル引き上げの考え方と県の対応
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国の新たなレベル分類と県の対応
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レベル 定義 移行の目安 対策

レベル４
避けたい

一般医療を大きく制限しても
コロナへ対応できない状況

県の最大確保病床数を超えた患者
数の入院が必要な場合

・さらなる一般医療の制限
・積極的疫学調査の重点化

レベル３
対策を強化

すべき

一般医療を相当制限しなけ
ればコロナへ対応ができず、
医療必要者への適切な対応が
できなくなると判断する状況

確保病床に対する病床使用率や
重症病床使用率が５０％超の場合

又は ３週間後の必要病床数が確
保病床数に達した場合 

に都道府県が総合的に判断

・まん延防止等重点措置や緊急
事態措置等、各地域にふさわし
い効果的対策

・最大確保病床（751床）の即応
化要請

・入院待機施設運用開始

レベル２
警戒を強化

すべき

新規陽性者数の増加傾向が
あり、医療の負荷が始まる
が適切な対応可能な状況

①かつ②～⑤のいずれか
①２週連続で前週比増
②入院患者数：100人以上
③病床占有率：20％以上
④新規感染者数：7.5人/週/10万人
⑤予測ツールで３週間後の必要病
　床数が現在の即応病床数の
　５０％に達する場合

・レベル３での対策の準備
・レベル２の必要病床数の即応
化要請 ⇒ 現在515床
・入院待機施設設置準備開始
・追加の宿泊療養施設設置準備
開始
・保健所・相談体制等強化

レベル１
維持すべき

安定的に一般医療が確保さ
れコロナに対応できている状
況

なし
・ワクチン追加接種、医療体制
　強化、総合的感染対策継続
・確保病床300床程度

レベル０
感染者０

新規陽性者数０を維持でき
ている状況

なし
・ワクチン追加接種、医療体制
　強化、総合的感染対策継続
・確保病床300床程度

現在（１月１１日～）
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レベルの引き上げの考え方
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＜国のレベル３移行の考え方＞

①確保病床数を分母とした病床使用率や重症病床使用率が50％超の場合又は

　 ３週間後の必要病床数が確保病床数に達した場合に都道府県が総合的に判断

②レベル３への移行は、緊急事態宣言検討の判断材料のため、全国統一の　
　 扱いとする必要があり。①と異なる数値で判断することは不可

③ ①の指標の１つが数値を超えた場合に機械的に判断するのではなく、
　 複数の指標や今後の見通しを含め判断

④重症病床使用率は重要な指標 → 重症病床使用率が低い場合はレベル３への移行困難

区分 入院患者数 即応病床（使用率） 確保病床（使用率）
全入院 267人 516床（51.7％） 751床（35.6％）

 うち重症 3人   42床（7.1％）   64床（ 4.7％）

 （本県の現状

　　1/31時点）

コロナ患者受入病院からは、これ以上の病床確保は困難との声

⇒ 国が示すレベル３の前提（確保病床に対する病床使用率が50％超）

　　となる前に入院ができない状況となる可能性が大



《参考》　沖縄県の対応 （1/26 #69専門家会合資料3-6 p16） 
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《参考》　大阪府の対応 （1/26 #69専門家会合資料3-7 p26） 
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